




　　みなさんこんにちは！今年度環境省に内定したものです。  

  

　 本書を手に取ってくださっているということは、みなさん多かれ少なかれ環境に

ついて、あるいは環境省について興味を持ってくださっているのだと思います。そ

れだけでもう嬉しい気持ちでいっぱいです。環境行政は2211世紀を生きる私たちが、

そしてその先の将来世代が生きていく上で欠かすことのできない分野だと考えてい

ます。環境行政についてもっと知りたい！という方は、ぜひぜひ環境省が行ってい

る説明会に参加してみてください。本書は、環境行政の内容、というよりは、来年

度から環境省で働く「人」について紹介しています。個性的な人達ばかりです笑。

ぜひ本書を読んでいただき、来年までの過ごし方、そして環境省で働くということ

をより具体的にイメージしていただけたらと思います。  

  

　 ところでみなさん、今年の夏休みは楽しかったですか？旅行をしたりサークル活

動に励んだり、中には企業や省庁のインターンに参加した方もいるのかもしれませ

ん。僕たち内定者の夏休みは・・・公務員試験と官庁訪問で終わっちゃいました。

休みではなかった気がします。まあ霞ヶ関に旅行してたっていう説もありますが。

しかしながら、今年の夏休みはこれまでの人生の中で一番充実した夏休みだったか

も知れません。自分自身が本当にやりたいことは何なのか、そのために今何をしな

ければならないのか、常に考え、悩み、問いかけ続けた、今まで経験したことのな

い夏休みでした。  

  

　 本書「HH2288年度環境省内定者の声『ぼくの夏休み』」には私たち６人の、そんな

「夏休み」が凝縮されています。決して某ゲームのパクリなどではないのでお間違

えなく。本書が、今まさに苦悩に満ちあふれた夏休みに足を踏み入�れようとしてい

る方々の、心の支えに少しでもなれたらと思っております。  

  

　 それではみなさん、こんなところで長話もなんなので、笑いと感動に満ちあふれ

た環境省ワールドへ、さあどうぞどうぞ。  
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